
二
〇
一
〇
年
代
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
「
教
育
目

的
」
の
側
面
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
周
知
の
通
り
、
二
〇
二
二
年
に
産
学
協

議
会
は
再
び
三
省
合
意
を
改
定
し
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
「
就
職
・
採
用
目
的
」
と
再
定
義
し
ま
し

た
。
概
略
を
示
す
と
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
取

組
を
四
類
型
化
し
、
タ
イ
プ
３
、
４ 

２ 

の
み
を
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
方
向
づ
け
ま
し
た
。
筆
者
が
所
属

す
る
大
学
に
お
い
て
も
、
同
協
議
会
が
定
め
る
ル
ー

ル
に
従
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
定
義
と
単
位

認
定
要
件
を
二
〇
二
三
年
度
よ
り
変
更
し
ま
し

た 

３ 

。

 

本
稿
の
目
的
と
問
題
認
識 

　

こ
の
よ
う
な
制
度
的
変
遷
に
対
応
し
つ
つ
、
本
稿

の
目
的
は
教
員
・
職
員
お
よ
び
受
入
企
業
等
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
詳
ら
か

に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、「
な
ぜ
、

こ
の
取
組
に
至
っ
た
の
か
」
に
つ
い
て
、
筆
者
が
抱

え
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
す
る
二
つ
の
問
題
認

識
を
、
こ
こ
で
示
す
こ
と
に
し
ま
す
。

⑴
受
入
先
企
業
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
、
当
該
企
業
等
任
せ
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

先
述
の
「
報
告
書
」（
文
部
科
学
省
、
二
〇
一
七
）

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
課
題
・
今
後
の
方
向

性
を
整
理
し
て
い
ま
す
。「
報
告
書
」
の
論
点
は
多

岐
に
わ
た
り
、プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
限
っ
て
言
え
ば
、

大
学
等
で
は
「
企
画
・
立
案
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
連
の
文
部
科

学
省
の
施
策
や
そ
れ
を
受
け
た
日
本
学
生
支
援
機

構
、
産
学
協
働
人
材
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
等
の
活
動
に

よ
り
、
二
〇
一
〇
年
代
を
通
し
て
、
正
課
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
事
前
・
事
後
学
習
お
よ
び
学
生

評
価
に
も
と
づ
き
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

評
価
す
る
必
要
性
は
大
学
関
係
者
に
は
一
定
程
度
広

ま
り
、
少
な
く
と
も
取
組
は
着
手
さ
れ
て
い
る
と
、

私
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
受
入
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
ま
り
整
備

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。確
か
に
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
対
象
に

し
た
経
済
産
業
省
の
「
教
育
的
効
果
の
高
い
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
践
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」 

４ 

（
経
済
産
業
省
、
二
〇
一
三
）

や
企
業
を
対
象
に
し
た
『
企
業
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
野
村
・
今
永
、
二

〇
二
一
）
等
の
ツ
ー
ル
が
存
在
す
る
も
の
の
、
こ
れ

ら
に
企
業
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
者（
以
下
、

担
当
者
）
が
ア
ク
セ
ス
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
（
後
述
の
通
り
、
担
当
者
は
職
場
内
で
〝
二
重

の
孤
独
〞
を
抱
い
て
い
ま
す
）。

　

な
お
、
受
入
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
整
備
は
「
教
育
目

的
」「
就
職
・
採
用
目
的
」
で
あ
れ
、重
要
な
イ
シ
ュ
ー

に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
教
育
目
的
」
で
は

受
入
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
メ

イ
ン
の
教
育
実
践
の
場
で
あ
り
、「
就
職
・
採
用
目
的
」

で
あ
れ
ば
、
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
否
が
採
用
活
動

に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
す
。

⑵
教
職
協
働
で
行
う
必
要
性
が
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
充
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、「
報

告
書
」
で
示
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に
関
す

る
一
般
的
知
識
と
、
受
入
企
業
等
に
関
す
る
ド
メ
イ

ン
知
識
が
必
要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
一
般
に

職
場
の
流
動
性
が
高
い
教
員
は
ド
メ
イ
ン
知
識
が
不

足
し
て
お
り
、
逆
に
職
員
は
当
該
知
識
が
あ
り
、
両

者
は
互
恵
関
係
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
教
員
・
職
員

を
経
験
し
た
筆
者
に
は
、
職
員
の
持
つ
ド
メ
イ
ン
知

識
が
充
分
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
生
か
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
認
識
が
あ
り
ま

し
た
。

 

本
学
の
取
組
内
容 

　

前
記
問
題
認
識
の
下
、
本
学
で
は
二
〇
二
三
年
よ

り
、
教
員
・
職
員
お
よ
び
受
入
企
業
等
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
着
手
し
ま
し

た
。
そ
の
概
略
を
示
せ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事

前
検
討
会
（
四
回
）
お
よ
び
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
施
後
、
関
係
者
一
同
が
集
い
対
面
に
よ
る
事
後
検

討
会
の
実
施
で
す
。
以
下
で
は
二
〇
二
三
年
の
実
施

経
過
に
従
い
、
具
体
的
に
本
学
の
取
組
内
容
に
つ
い

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
と
本
学
の
対
応 

１  

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
は
、
一
九
九
七
年
の
文

部
・
通
商
産
業
・
労
働
省
の
合
意
に
よ
る
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方
」

（
以
下
、「
三
省
合
意
」）
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
在
り
方
（「
学
生
が
在
学
中
に
自
ら
の
専
攻
、
将

来
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
連
し
た
就
業
体
験
を
行
う
こ

と
」）
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
学
等
に
普
及
し
ま

し
た
。

　

当
時
の
「
三
省
合
意
」
の
成
立
は
、
前
年
の
大
学

と
経
済
界
と
に
よ
る
就
職
協
定
廃
止
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
新
規
学
卒
者
の
初
職
へ
の
移
行
シ
ス
テ
ム

の
綻
び
（
①
新
卒
に
お
け
る
青
田
買
い
問
題
、
②
就

職
協
定
違
反
等
）
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
オ

プ
教
育
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
参
考
に
し
つ
つ
、

学
校
か
ら
初
職
の
移
行
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
役
割
を

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
期
待
し
た
の
で
し
た
。
よ
り

具
体
的
に
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
を
参
考
し
た

こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
従
来
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
型
雇
用
に
依
拠
し
た
新
規
学
卒
一
括
制
度
を
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
梃
子
に
ジ
ョ

ブ
型
接
続
に
変
革
し
よ
う
と
す
る

意
図
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
現
に
「
三
省
合
意
」
が
発
出

さ
れ
た
同
年
に
就
職
協
定
が
倫
理

協
定
に
置
き
換
わ
り
、
採
用
活
動

に
お
け
る
企
業
の
拘
束
性
は
緩
和

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
意
味
で
言
え
ば
、
大
学
等
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
「
就
職
・
採
用

目
的
」
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
言
っ

て
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

「
教
育
目
的
」
で
捉
え
よ
う
と
す

る
中
央
教
育
審
議
会
等
の
提
言

が
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
相
次
ぎ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
二

年
「
新
し
い
時
代
に
お
け
る
教
養

教
育
の
在
り
方
」（
答
申
）、
二
〇

〇
八
年
「
学
士
課
程
教
育
の
構
築

に
向
け
て
」（
答
申
）、
二
〇
一
二

年
の
「
新
た
な
未
来
を
築
く
た
め

の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
向
け

て
」（
答
申
）
で
す
。
こ
れ
ら
の

提
言
を
受
け
て
、
二
〇
一
四
年
に

は
文
部
科
学
省
で
「
産
業
界
ニ
ー

ズ
Ｇ
Ｐ
【
テ
ー
マ
Ｂ
】
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
等
の
取
組
拡
大
」
の
公

募
が
行
わ
れ
、
一
一
件
の
地
域
に

よ
る
取
組
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
流
れ
と
平
仄
を
合
わ
せ

る
形
で
先
述
の
「
三
省
合
意
」
が

二
〇
一
六
、二
〇
一
七
年
に
改
定
、

「
教
育
目
的
」の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
へ
舵
を
切
り
ま
す
。
加
え
て
、

二
〇
一
七
年
文
部
科
学
省
の
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
更
な
る
充
実

に
向
け
て
」（
以
下
、「
報
告
書
」）

が
公
表
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
に
正

課
科
目
と
し
て
優
れ
た
取
組
を
表

彰
す
る「
届
出
制
度
・
表
彰
制
度
」、

「
専
門
人
材
育
成
」
が
開
始
さ
れ
、
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シ
ス
テ
ム
思
考
に
よ
る
全
社
横
断
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
至
っ
た
一
つ
と
し
て
、
本
取
組
が
契
機
と
な
っ
た

可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
事

前
学
習
終
了
後
に
行
っ
た
担
当
者
の
コ
メ
ン
ト
の
結

果
、
担
当
者
自
身
が
抱
え
る
〝
二
重
の
孤
独
〞
が
明

ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
す
（
宮
田
、
二
〇
二
三
）。

　

具
体
的
に
言
え
ば
、
就
職
活
動
に
埋
め
込
ま
れ
た

現
在
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
、
①
そ
の
必

要
性
は
認
識
し
つ
つ
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
等
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
当
惑
し
て

い
る
こ
と
、
②
社
内
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対

す
る
共
有
が
進
ま
ず
孤
立
し
て
い
る
こ
と
、
で
す
。

ま
た
結
果
的
に
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
報

告
書
」
で
示
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
に
あ

た
っ
て
の
大
学
お
よ
び
企
業
に
と
っ
て
の
課
題
等
に

着
手
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、と
も
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
教
職
協
働
で
実
施
し
た
本
取
組
は

担
当
者
に
と
っ
て
、
他
社
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

を
提
供
し
、
課
題
・
ワ
ー
ク
を
通
し
て
所
属
企
業
等

全
体
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
機
会
を
示
唆
で

き
た
こ
と
は
、些
少
と
は
い
え
、一
定
の
意
義
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
受
入
企
業
等
お
よ
び
参
加
学
生
が
限
定
的

な
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
課
題
克
服
の
た
め
、
継
続
し

て
本
取
組
を
両
者
に
案
内
す
る
こ
と
は
当
然
で
す

が
、
今
後
は
地
域
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
等
の
中
間

団
体
も
巻
き
込
み
、
大
学
機
関
横
断
的
な
取
組
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

∧
謝
辞
∨ 

 　

本
取
組
は
、
静
岡
産
業
大
学
の
二
〇
二
二
年
度
、
二

〇
二
三
年
度
「
特
別
研
究
支
援
経
費
」
の
助
成
を
受

け
て
い
ま
す
。 

 

∧
注
∨ 

 

１　

本
章
は
宮
田
（
二
〇
二
二
）
を
一
部
修
正
の
上
、

加
筆
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

２　

詳
し
く
は
、
産
学
協
議
会
（
二
〇
二
三
）
を
参
照

く
だ
さ
い
。

３　

変
更
前
の
本
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
例
え

ば
、
２
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
組
み
合
わ

せ
て
通
算
し
て
五
日
間
で
あ
れ
ば
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
認
定
す
る
等
、
１
ｄ
ａ
ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

お
よ
び
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
普
及
・
拡
大
に
伴
い
、
弾
力
的
に
単
位
認

定
要
件
を
運
用
し
て
い
ま
し
た
。

４　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
対
象
は
企

業
、
大
学
、
学
生
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
の

サ
ポ
ー
ト
内
容
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

５　

二
〇
二
四
年
度
の
事
前
検
討
会
は
内
容
を
圧
縮
し

て
三
回
で
実
施
し
ま
し
た
。

６　

二
〇
二
四
年
度
か
ら
三
分
程
度
の
学
生
向
け
の
Ｐ

Ｒ
動
画
も
作
成
い
た
だ
き
、
事
後
検
討
会
の
後
、
そ

れ
ら
一
連
の
ツ
ー
ル
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
し
、
受
入
企
業
等
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

７　

二
〇
二
三
年
度
は
二
八
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。

８　

写
真
は
今
年
度
の
事
後
検
討
会
（
二
〇
二
四
年
十

一
月
十
五
日
実
施
）
に
な
り
ま
す
。 

 

∧
文
献
∨ 

 

経
済
産
業
省
（
二
〇
一
三
）「
教
育
的
効
果
の
高
い
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
践
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」　https://w

w
w
.m
eti.go.jp/

policy/econom
y/jinzai/intern/H

25_
Coordinator_Guidebook_Internship.pdf

（
二
〇

二
五
年
一
月
二
十
五
日
）

産
学
協
議
会
（
二
〇
二
三
）「
何
が
変
わ
る
の
？　

こ
れ

か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」　https://w

w
w
.

keidanren.or.jp/policy/2022/039_leaflet2.pdf

（
二
〇
二
五
年
一
月
二
十
五
日
）

セ
ン
ゲ
・
Ｍ
・
ピ
ー
タ
ー
（
二
〇
一
一
）『
学
習
す
る
組

織
』
枝
廣
荀
子
・
小
田
理
一
郎
・
中
小
路
佳
代
子
訳
、

英
治
出
版
．

中
央
教
育
審
議
会
（
二
〇
〇
二
）「
新
し
い
時
代
に
お
け

る
教
養
教
育
の
在
り
方
」（
答
申
）　https://w

w
w
.

m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chukyo/chukyo0/
toushin/020203/020203a.htm

（
二
〇
二
五
年
一

月
二
十
五
日
）

中
央
教
育
審
議
会
（
二
〇
〇
八
）「
学
士
課
程
教
育
の
構

築
に
向
け
て
」（
答
申
）　https://w

w
w
.m
ext.

go.jp/com
ponent/b_m

enu/shingi/toushin/__
icsFiles/afieldfile/2008/12/26/1217067_001.
pdf

（
二
〇
二
五
年
一
月
二
十
五
日
）

中
央
教
育
審
議
会
（
二
〇
一
二
）「
新
た
な
未
来
を
築
く

た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
向
け
て
」（
答
申
）　

https://w
w
w
.m
ext.go.jp/com

ponent/b_
m
en
u
/sh

in
g
i/tou

sh
in
/__icsF

iles/
afi eldfi le/2012/10/04/1325048_1.pdf

（
二
〇
二

五
年
一
月
二
十
五
日
）

野
村
尚
克
・
今
永
典
秀
（
二
〇
二
一
）『
企
業
の
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
日
本
能
率

協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

宮
田
弘
一
（
二
〇
二
二
）「
混
迷
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
を
再
考
す
る
」
教
育
学
術
新
聞
、
ｖ
ｏ
ｌ
・
二

八
七
六 

宮
田
弘
一
（
二
〇
二
三
）「
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
新
た

な
教
育
実
践
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」『
環
境
と
経
営
』

二
九
⑵
、
pp.
一
三
七
―
一
四
〇 

文
部
科
学
省
（
二
〇
一
七
）「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
更

な
る
充
実
に
向
け
て　

議
論
の
と
り
ま
と
め
」（
答
申
）　

https://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/
chousa/koutou/076/gaiyou/__icsFiles/afi eldfi 
le/2017/06/16/1386864_001_1.pdf

（
二
〇
二
五

年
一
月
二
十
五
日
） 

 

て
述
べ
て
い
き
ま
す
（
表
１
） 

５ 

。

　

受
入
企
業
等
は
１
ｄ
ａ
ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

普
及
や
新
型
感
染
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等
で
、
五
日
間

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
す
る
企
業
側
の
ハ
ー
ド

ル
は
高
く
、
職
員
の
長
年
紡
い
で
き
た
信
頼
関
係
が

あ
る
企
業
を
ベ
ー
ス
に
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
改
正

三
省
合
意
の
説
明
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
本
学
の
対

応
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
受
入
企
業
等
を
募

る
目
的
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
前
説
明
会
（
二

〇
二
三
年
二
月
二
十
日
）
を
実
施
し
、
結
果
的
に
一

二
社
が
参
加
し
ま
し
た
。
な
お
、
検
討
会
開
始
に
際

し
て
、
開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
学
の
学
生
に
限

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
実

践
知
は
参
加
メ
ン
バ
ー
に
共
有
す
る
こ
と
等
を
依
頼

し
ま
し
た
。

　

各
事
前
検
討
会
は
二
時
間
程
度
で
あ
り
、
前
半
は

本
学
か
ら
の
情
報
提
供
、
後
半
は
ワ
ー
ク
お
よ
び
そ

の
共
有
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
実
施
し
ま
し
た
。
第
一

回
（
三
月
十
七
日
）
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

採
用
部
署
の
み
の
閉
じ
た
も
の
と
せ
ず
、自
社
の「
強

み
」「
課
題
」
等
を
部
署
横
断
的
に
析
出
し
、
そ
れ

ら
を
学
生
に
実
践
・
考
え
て
も
ら
う
と
い
う
シ
ス
テ

ム
思
考
（
セ
ン
ゲ
、
二
〇
一
一
）
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
必
要
性
を
提
示
し
ま
し
た
。
第
二
回
（
四
月
十

四
日
）
で
は
、
日
頃
就
職
支
援
で
学
生
と
接
し
て
い

る
職
員
が
「
今
ど
き
の
学
生
ニ
ー
ズ
」
と
題
す
る
情

報
提
供
を
行
っ
た
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
に
あ
た
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
細
部
の
検

討
よ
り
も
、
ま
ず
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
学
生
の
同
定
と
そ

れ
と
リ
ン
ク
さ
せ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

第
三
回
（
五
月
十
九
日
）
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
と
し
て
、
先
述
の
野
村
・
今
永
（
二
〇
二
一
）
が

示
し
た
部
署
別
の
事
例
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド

型
の
事
例
紹
介
お
よ
び
筆
者
が
見
聞
し
て
き
た
事
例

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
各
社
で
過
去
行
っ

て
き
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
践
例
を
共
有
し
ま

し
た
。
第
四
回
（
六
月
九
日
）
で
は
、
受
入
企
業
等

が
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を
示
し
た
ポ
ス

タ
ー
や
細
部
を
示
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ト
に
よ

り
、
受
入
企
業
等
の
内
容
を
共
有
し
、
互
い
に
コ
メ

ン
ト
等
を
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

に
あ
て
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
四
回
の
検
討
を
踏
ま

え
修
正
・
加
筆
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

シ
ー
ト 

６ 

に
も
と
づ
き
教
職
員
が
手
分
け
し
て
個
人

面
談
を
行
い
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
七
月
中
に
実
施
し
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
お
お
よ
そ
夏
休
み
期

間
中
に
行
い 

７ 

、
終
了
後
、
受
入
企
業
等
の
要
望
に

よ
り
、
各
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
事
例
共
有
を
目
的

に
対
面
で
事
後
検
討
会
を
実
施
、
各
実
施
内
容
・
課

題
に
つ
い
て
受
入
企
業
等
同
士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
（
十
一
月
十
六
日
） 

８ 

。

 

本
取
組
の
意
義
と
課
題 

　

本
取
組
の
結
果
、
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
担

当
者
部
署
に
留
ま
ら
な
い
、
全
社
横
断
的
な
も
の
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
建
築
業
で
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
力
、
図
面
作
成
、

３
Ｄ
パ
ー
ス
作
成
、
製
造
業
で
は
品
質
管
理
、
設
備

保
全
の
仕
事
等
、
現
場
を
支
え
る
間
接
部
門
の
仕
事

だ
け
で
な
く
、
直
接
部
門
の
仕
事
に
も
従
事
で
き
る

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
専
門
商
社
や
建

築
業
等
の
学
生
に
比
較
的
、
馴
染
が
薄
い
企
業
で
は

社
員
に
加
え
、
現
場
の
職
人
や
メ
ー
カ
ー
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
受
注
先
等
の
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
出
会
い
を
意
図
的
に
設
定
、
八
〇
名
の
企
業
で

社
員
の
約
三
分
の
一
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
携

わ
っ
た
企
業
も
あ
り
ま
し
た
。

　

上
記
就
業
体
験
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
受
入
企
業

等
に
お
い
て
、
自
社
の
課
題
解
決
等
に
関
す
る
参
加

学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
振
り
返
り
の
時
間
を
設
け
受
入
社
員

の
方
々
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

参
加
学
生
自
身
の
自
己
理
解
促
進
の
役
割
も
担
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

静
岡
産
業
大
学

学
部
：
経
営
学
部
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

キ
ャ
ン
パ
ス
：
静
岡
県
藤
枝
市
、
磐
田
市

学
生
数
：
一
七
三
七
名
（
二
〇
二
四
年
五
月
一

日
現
在
）

　

本
学
の
教
育
の
特
徴
は
「
実
学
教
育
」
に
あ

り
ま
す
。
学
生
は
実
社
会
の
現
場
を
学
び
と

フ
ィ
ー
ル
ド
と
と
し
、
企
業
や
組
織
の
実
践
知

に
触
れ
な
が
ら
課
題
解
決
の
方
法
を
学
ん
で
い

ま
す
。

表１　インターンシップのプログラム開発経過（2023 年）

開催日時 検討会のテーマ

事前説明会 ２月20日 改正三省合意および本学の対応、参加企
業の呼びかけ

事前検討会　第１回 ３月17日 システム思考でプログラムを考える

事前検討会　第２回 ４月14日 ターゲット学生のニーズ把握とプログラ
ムの目的設定

事前検討会　第３回 ５月19日 プログラム作成

事前検討会　第４回 ６月９日 グループワークによるプログラムのブ
ラッシュアップ

事後検討会 11月16日 各プログラムの発表および実践知の共有

筆者作成
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